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題立感染症研究所に保管されている血清の中で、京都府で 2006 年 ~2008 年に採取された血清 140 サン
プルを使用した。なお、各年齢区分ごと (5~9 歳、 10~19 歳、 20~29 歳、 30~39 歳、 40~49 歳、 50~59 議、
60歳以上)に 20検体、男女比が 1: 1になるように設定した。
次に、血清中の仁jejuniに対する抗体価を定量した。対象とする抗体クラスは、加ununoglobulinA (IgA)、





















2.3. c. jejuni感染者 1人議たりの DALYsの定量
DALYsは、早期死亡によって失われた生存年数
(Years of Life Lost: YLL)と、障害をもって生存する
年数(YearsLived with Disability:礼 D)との和で表
される。先進国における Campylobacterの感染によ
































































































































(a) IgA抗体 (b)IgG抗体 (c)IgM抗体)
特徴がある。 IgA抗体は感染後短期間で抗体価が上昇し、 2ヶ月程度で健常者と間レベルまで低下する傾

















県における電話住民調査 5)で撞定された平均値32.0%と10.9%を利用した。その結果、 2006年から 2008
年の3年間における C.jejuni感染症実患者数は、 195，262人と推定された。
これらの結果を踏まえて、 c.jザuni感染による感染一発症割合を推定した。推定に用いた各パラメー





(2006-2008年) 人足カパ…率(%) 医療機関受診察(%) 糞便検査率(%)




2，159 195，262 12.1-53.8 
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表2感染一発症割合を眉いた感染者 1人あたりの DALYs推定値
感染一発症割合(%) I感染者1人当たりのDAし.Ys(DALYs)
12.1 (最小値) I 5.6x10-4 
53.8 (最大値) I 2.5x10-3 
100 (安全側サイド) I 4.6x10-3 
1.2 (Havelaar et 81.)幻 I 5.5x10-5 
一発症割合は 12.1~53.8% と推定された。 Black らのボランティア試験結果では感染一発症割合がか60.0%













般集団における感染者割合は 7.9~35.0% と推定され、推定された発症者数から仁 jザuni 感染による感染一
発症割合を 12.1~53.8% と評価した。次に推定した感染一発症割合を用いて、仁jejuni 感染者 l 人当たりの
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